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文明社会か野蛮な国に転落するか、境目にきている。文明

と野蛮とは何か。野蛮とは、権力を持つたものが周りを無視

して好きなように力をふるうこと。文明とは、法治国家だ。
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岡山駅前で
岡山市内西川平和の像前で
岡山駅前で
岡出市内 集 会とパレード

力があつても法には従うのが文明社会だ

「森反 ・加計」問題で役人たちが権力の

意向をおもんばかって公文書を捨てる、

情報を隔すのは1つの野蛮の現われだ。

首相のお反達だからと、タダ同然で譲渡

する、他を押しのけて認可を与える、こ

れは許認可権の公私混同、けじめがない

権力乱用だ。公務員は全体の奉仕者でな

く、権力者の奉仕者になり下がり、だか

ら権力者が 「ない」としヽったら、 「あつ

たことをないこと」にする。そのために

違法な文書廃棄までする。一部官僚たち

は権力者の下僕になつて印いじない。とん

でもない腐敗が政府の内部で進んでいる

市民にキバむく共謀罪

その腐敗権力が市民社会ヘキバをむこ

うとしている。罪刑法定主義の否定、こ

の法律を運用する政府の権力で、いかよ

うにも解釈する、市民に対して 「キバ」

をむくことができる。これも野蛮の1つ

の現われだ。日本を文明社会として守つ

ていけるか、立憲主義、民主主義や法の

支配を守っていけるかどうか、非常事態

に直面していると言わなければならない

アベ政治への怒りを燎原の火のように

このような政治の危機に対して、どの

ような取り組みができるか。安保法制の

ときのシールズやママの会、学者の仲間

と市民連合を立ち上げて、次の選挙に向

けて野党統一候補の協力の働きかけをし

てしヽる。東京での活動に呼価して、地カ

レベルの様々な市民連合が結成されてい

る。アベ政治を止めるためには、ともか

くも、危機感を共有する野党と良識ある

市民が力を合わせ、手をたすさえ、アベ

政治の議席を1つでも減らす、過半数書」

れさせる展望をもって戦うことだ。この

間のアベ政治への怒りをしっかりと胸に

亥」んで、記憶して、体制をつくってしヽこ

う。全国で燎原の火のように、立憲主義

を守つてしヽく運動を広げよう。
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